
12.南市東遺跡出土の

へラ記号の弥生式土器

1977年 3 月、 F崎市東遺跡第 3 次~~t臨調査において、

‘， いわゆるへラによる記号的文機をぬした弥生式土務の

出よを比た。南市東遺跡l阜、 i湖西線のl治jIfiに伴い 、水

問地術であった安曇川駅前の土地区画盟主理事裁の|努に、

東部地区における街跨築造工~j}:現場で多 ・泣の土総が発

見され、これが契機で関係者の認織するところとなっ

た.~ 3次制主主の対象地点は、*部土地区間終畿地区

の中央を、間選 161号線と安鈴川駅、さらに西部土地

区間務現地区とを結ぶ幅18mの111袈幹線にあたるため、

工事に先立って試掘劉訟を行い、遺構の確認された範

聞のうち SOOm'に限って発縄線夜を築総した。

検出された遺械は、 3械の盟主穴住腸跡とピット群、

3粂のf絡であって、へラによる記号的文様の弥生式土

総は、溝口の北端より出土した。

2 
3条の構は、鉄分まじりの池山(紫色粘'i'i:土)を掘

り込んで巡られたもので、 f裕Iと滞日からはコンテナ

]2箱分の畳の土総が出土し、二れらの土器の内容から

判断すると、はぽ同じl時期lに存在し、埋没してしまっ

たようである.7-持mからの遺物の出土Iま皆無に等しく‘

榔 I の来日および23~~穴住居・跡のー闘を破壊してい

ることから、比較的新しい織であることがわかる。

泌 1. n の.11主積層序 I立、J，~本的に上下 2 月号に分かつ

ことができ、上層 l時灰色と ~ff1i!鴇色の砂隔で、遺物

はこの層中から出土したものであり、下j習は灰色草壁!習

でi監物の111土は見なかった。河昨日の上層iま滋首長部で60

cm を ~IIJ る.なお、溝口のl隔 li 3.5-401て、ある。

3 
調理 1. 11における主な遺物は次のi自りである。まず、

持闘にぬ減した弥生式土械がもっとも古い[1寺JtlJのもの

にあたり、品はわずかである。土郎総では、 n緑町時自

の内閣を祁:状に胤j写した畿、また小型丸低資や手づく

ね技法によるミニチュア土様、 i潟t不号事があリ、須1&:*1

24号住居跡

第 3次発掘鯛査遺構平函図
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内
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海 1.口出土弥生式土総

では、絡チ叩き日文を外周にh'Qiした襲、天井部が蔚平

て口~'*部との筏wが鋭い後をなした係t:i等がある.

このように、時代を災にする土器が、同一層伎に含

まれていたわけである。

そこで次t二、弥生式土器を線療してみよう。(挿図)

劉 2)の府部には、櫛状工具使用の直線文、その下に

友下りと右下リの斜行列点文を泌す.内前Iまナデにて

租維に'N.*I修する。鉢(3)のロ紋都はゆるく外皮し、掛部

iま角綴っておさめている。底部にはおf:状のものが

組雑な桜形によって付いている。内蘭は誕1Iかいi測り痕

を見る.識(4)は受口状口総の形態をし、そのゆるく内

UlJJに曲がる直立部の外而に斜行列点文を施す。総台(5)

の口総秘書目11下に鉱狼し、その外商に液状文を織した

のち、乍f管文をもっ問}彩浮文を等悩]備に貼ワイ寸ける。

:6)は、いわゆ るS宇状口結織形土昔話と呼ばれるらのの

合部であろうが、会形を知り得ない現時点では確定を

避ける。これは、台部と務体との按合軍支が見られ、台

関iの裾織の一部は重圧のため外へJI巴厚している。商(7)

{ま、成J形時に穿孔したもので、内孤に顕著Lな反リを銭

し、底部11上げ底である。

4 
さて、ヘラによる記号的文様li、畿(1)の頭部から府

部に移る部分にあたリ、土君津片の illJJ~fì町立縦 3- 5.5 

師、横7側、w.き O.5cmである。灰1定色を愛し、吉長官買

にハケ目減畿を織し、内隔にナデを行う。胎ニヒには 5

mm程度の小石が含まれているが、主に釧かい行事E砂殺

であって、まれに金3雲母も混じる。

3本のへラ記号的文機が、いかなる順序で施された

かは一概に決定し縫いが、ちょうどへラの記号的文様

が何ら欠けることのない良好な資料であるので、若干

普及してみる.ft織のへラ文様{立、その上泌が土総の

くび札都に被し、一気に上からまっすぐに入れた力強

さがうかがえるが、災んゅのへラ文械は、〈ぴtL部から

は少し綴れて、まっすぐ了耳障に入れたようである.布

織の文様は、前三者に比べ長さがやや短か〈、同じ所

を2回行なった形跡が見られ、ゆっくりと太自に入れ

たためかカーブをもち、シャープさに欠けているよう

に思われる.

以上の鋭.#..からすれば、左端→其ん巾→右織という

順序で総したものと一応想定できる。ヘラ文絞め測定

{自立、長さ 3.4-3.5cm、鰯 1mmである。

5 
縦方向に平行の 3Lドのへラ記号を有する弥生式土器

の類例としては、つとに著名な唐古遺跡のものが 1点

あるが、しかし厳密に見ると、南m来遺跡、のそれは下

にいくに従ってやや聞き気味であることに迷いが総め
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られる。

とζ ろで、本県内に必いて、ヘラ記号的な文様を有

する弥生式土総の出土例は、本遺跡以外では、大総信

弥 ・別所健二・谷口微3氏の報告になる野洲町久野部

遺跡の長鎖避がある(r滋n文化財だより Jm 2号).

久野郎遺跡のものは、〈ぴれ部の一点から放射状iこ3

ヨj;:のへラが派生した記号的な文織である。これと叙似

したものとしては感古遺跡をあげるニとができる。

佐原』之氏{立、畿内後l閉め土岩手が一体化していく中で、

鴻〈鴻〈浦正=*浦正調K浦眠〈浦正〉恢)t(泊iOt(鴻〈浦〈鴻〈

13.高島町中ノ坊遺跡、

出土の瓦器椀

はじめに

織りマ平安時代後期から鎌倉時代の遺跡を発掘する

と、瓦綜とよばれているいぶし焼きされた県灰色の土

絡が顕著に出土する。瓦絡の器形{立、椀が大~土を I!i め、

他に小縦、小1sLなどがみられるが、それまでの土削機

にくらべると、探検はきわめて限定されている。

近年、中世の遺跡や巡物が考古学の調査対象として

定務するにつれて、瓦骨量の実態も明石iffにな勺てきた。

その結袋、平安時代の 9-lQilt紀にJ哲加した烈色土器

がさらに~.述して、瓦器を生み出したことがF狗らかに

なってきた。また、稲短溜'也氏や白石太一郎氏によっ

て瓦務椀の制年もなされており、さらに、鎖境共や土

公只・に使用された資料などから、その年代鋭もより具

体的なものとなっている。

さて、そのような瓦絡の分布を本県下に求めてみる

と、昭和44年に白石氏の論文中に発淡された 「瓦総出

土巡跡地名表」によれば、大津市抵熔若手間培、問近江

国分寺、水口町紋1諜平古墳の 3カ所があげられている。

r大手口と中南河内・和泉が、伊j~ をも含めて、反頚盤

とよ.J.:土総と、記号的な文憾の存在とによって、他の

地域と区別できる J (r大和川と淀川Jr古代の日本』

5.近畿)と指摘されるが、今回の、琵琶湖jによって

鰯たった 2遺跡からの出土は、近江においても伊貨と

問機、畿内と何らかの交流があったよとを義付・lする資

料を提供したといえるし、さらに今後、本県内におけ

る発掘潟査の進展いかんでは、いよいよ多くの出土を

見ることと息う。(北村杉)

演I()・E河IO.O.(>e(泊8(*

しかし、 8年たった現従、発綿織後の増加にもかか

わらず、県下における瓦燃の炎料はほとんど報侍され

ていない。このことは、近江で畿内問機瓦撚が使用

されていたのかどうかを、まず桜Eまから検討する必要

のあることを示している。

.m.a、硲爽に瓦総が出土しているといわれているの

は、延暦若手だけのようである。しかし、延暦寺のある

比叡山 I~、京と近江にまたがり、学Fも両所の文物が入

リ泌っていることは疑うまでもない。それゆえ、旅立

の維機として、瓦.~告が京から供給されていたことは十

分考えら札ることである。それ以外の逃跡からの出土

資料については、土総が小破片で遺存状態が延長ければ、

近江独特の瓦穏に似た然色土署長と誤泌するおそれが十

分ある。したがって、瓦絡の完形品かそ札にi[[いもの、

あるいはili'YFJ立の良い特長的な部分以外では決め縫い

場合が多い。

&近、湖南や刈IJ*などで、小破片ながらあるいは瓦

絡ではないだろうかといわれる土絡を、見たワ、伝え

I~十]いたりすることがある。しかし、先にも述べたよう

に断定は難しく、また仮に瓦恭であったにしても、:p<

伴する同時期の土憾の将1)合からみれば、きわめてわず

かな庇である。 、

瓦器の新資料

このような状況の中で、明らかに瓦絡であるといえ

る遺物が、高尚IHl高島町7中ノ坊逃跡から出土した。こ

の遺跡{止、鴨川上流の伊燥に所在し、河岸liJtjまいとに立

地しているo frtノ妨」の字名が示すように、寺院跡

が推定されているが、地表に:JJli:取や礎石など何も残さ

れていない.

昭和52i手10月に、 à~鈴f釧ìì'こ伴う発備制強を築地し
た結来、平安時代中期から鎌倉時代前期頃までの巡物

を含む包含府のあることが明らかになった。ただ、起t

物は全て問一府中に混在し、府{立的には細分できなか

った。この中から図示した瓦総が、|司ートレンチ内で

出土したのである。

①底部だけしか出土しなかったが、復原すると図

のような椀になる。高台の彼j京後 5.6cm。高台{孟退化

して、}怠普t~にはりつけられたようなやや維なっくりで
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ある.備の内面にはへラmきが伐弔て必IJ• 内底ifiiに

u禍~状の簡継な時文が飽きれている.器壁tよi事〈、

焼さ li良〈硬質.色調u、内外面Iとも銀色の光沢をも

った鰍灰色で、断泊iIニ見られる城地u灰白色である。

③ ι1筏 8.Oc園、拐さ 3.色刷、向台後 3.6cm、荷台

前iさ O.5cmの小柄て・ある.①とくらべて高台はしっか

リとしており、内I稲のヘラf~~ L告で.内ほl耐にはジ

グザグの!lf文を絡している.また、外l耐の IJ~最古事付近

に 仏 hずかにへラ1お§の"が残る.っくリ、焼成、

色"などι①と大まはないが、本倒の方がやや光沢が

ない.

lきて、よのf品r;n・を瓦器の制lf~に位置づけてみよう.

①l立、迫化しはじめた高台、内ffijのヘラIi!}きが粗〈な

り、内氏I(，iIニJll純なi偽巻状H1Y文のみられるなどの特色

から、 I'I.{;制年の飢J[l l~附の 7 別式に、また、稲題編

年の l 、 J べ~;:~に比~できる.ニの '\~J~の瓦総lま、家
i込以北部城ml :!í J保町当麻:;~~~ ':占t~i:抵の JMIにjニ公兵と

してJlP納きれてJ;1)、Jl:Ji:i乙$f'(1213)の時期が考え

られている.こうした点から、み例も 13世紀の遺物と

月縛してよいであろう.(2)について11.椀、小摘、小

皿のセット関係が、瓦2量怖のul般化につtLて消滅して

いったとする柿垣氏の指織があリ、①に与えた J型式

の時期ではセヴト関係は1扱Il、もはや悔のみにしぼら

れる時期といえよう.また、古ド〈らべて後なへラ磨

主や、作リのていねいさなど、少〈と b①の術よ 1)古

いt，k本!lを示している.この傾の小備については、稲垣

11'1:でF型式の備に伴Iiiしてお 1). 12世紀代の時期が

与えらIIょう.

以上の検討から、出土した瓦2:fI1向時期のものでは

ないニとを知リえたのである.

まとめ

中/幼必勝の包含層は、*時WIの;1物を含んではい

くーぷ

るが、t1U: した瓦2.1のおめる割合li 、 ~Üめて IJ、さな

ものである.ニのよと 11、瓦&の存在を信uするよと

はできたが.先に予測した瓦:rJのおめる桐介について

は、従米の傾I{')を公定する Lのではなかった.少量の

瓦おのIH:1:Ii、瓦居告がj!iれ;ててb>liされて1)'1吹きれてい

るのではな〈、.内からやIらかの機会に持ち込まれて

きたとt11!~立されはしないだろうか.したがって、 i!î江

においては、 'Ji.苦::.t宛と1司じ機能をはたす Lのが別tこ存

lイf.したはずである.

昭和49与に開必さJLた、 ft洲CJ)野洲町窃披遺跡から

出土した摘形の:l:~li. 土磁の内i耐と I Jt義郁外耐に炭

擦の吸;持した>>A色:1:2;;A矧にあたるが、形態やCI:.1:lf、
いぶし }jが鎌内のj渦色):~~と処る bのであった. 山口

辰一氏11. 形態のね也、骨'~a:目指数などが織内の !.l\色土

総よりも、む l;らムl立法に~i(似することや、 ~itl' した{也

のに僻などから、 1":総と m・行する 1I.~l~IQ)m物ではない

かと .J)'えている.この析しい恨のm色 U~I.i、湖併の

野洲町、;"-j!lllili.j，'(!lrrliなどをけ'心に、 111:1:例ti.lt'/}m

している.このセット関係l:t、線、小崎、小皿などか

ら成 1).瓦絡の総fl(lと似ていること L傭Itされて5た.

また、凪的にもQt¥で、きわめて・・般的なものと考え

られる.ニうし lたよとから、近江て寸H.'1内の瓦2;に代

って、理IJ~::J:2~が似!IIJ されていたと紡治づけられよう.

問機な傾II，)li、般ifrJH金地方などでも*l{介されてねリ、

瓦2~のi庇泊悶とその周辺地減における : I:~:~のあり方に

ついての一つめ限切といえよう.

そのような波川、に必いて、 ft内的なÀ'A色 i:2~、li.~.

近江的な無色:I:~の悦った中ノ坊遺絡め:t2i::U 、望書E撃

が進めば、二れまで未解決であった平安時代から飯合

時代にかけて近江で一般に使用さ ILたt!t~mの問問に

ついて、何らかの示唆をl与えて<Ilる傑しみな資料と

いえよう . (政Lli保IリJ)

fMN' 

。 5 10開

中ノ坊遺跡出土の瓦総
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